
図１ J系統アフリカツメガエルの体の作りかえ
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当研究室ではJ系統という完全にMHC（主要
組織適合性複合体）が同一な世界で唯一の近交
系両生類を系統維持しています。アフリカツメ
ガエルの全ゲノム解読に使われました。
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アフリカツメガエルの発生過程では、体の半分
をも占める尾が消失します(図１)。おたまじゃく
しがカエルになる際に尾が消失することは、子供
の頃から誰でも知っている事ですが、このような
現象はカエルにだけ見られることではありません。
全ての脊椎動物は、個体発生の際に魚の様な幼生
体から四肢を持つ成体へと体の作りかえ(リモデリ
ング)をします(図2)。私たちの研究の目的は動物
の体の作りかえの分子機構を明らかにしていくこ
とです。それによって、動物の器官発生のメカニ
ズムを理解出来ると考えています。正常でないこ
とが起こること、すなわち病的変異の原因を探る
上でも私たちの研究は基盤になると考えています。
私たちは尾の細胞で作られ、成体の免疫T細胞

から認識されるタンパク質をコードする新規の遺
伝子を見つけました。オウロボロスと名付け、当
該遺伝子を狙った時期と場所にピンポイントに発
現上昇、あるいは抑制させることができる組換え
動物F4〜F5世代を系統維持しています。発生過
程で必要な細胞を『自己』不要な細胞を『非自
己』として、獲得免疫系が自らの体を要・不要
（イチorゼロ）で判断し、トリミングをしている
と考え、新たな形態形成のメカニズムを証明しよ
うと研究をしています。
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図２ 全ての脊椎動物は発生過程に体の作りかえをする
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